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　教育部門を含めた全庁横断的な総合調整を担う ｢ こども政策統括幹 ｣ を新

設し、こども政策の企画立案強化や支援体制の充実を図りました。

　また、持続的・効果的な子育て支援サービスの提供と機動的・包括的な子

育て支援施策を行う ｢ こども未来課 ｣ を新設し、成長ステージに合わせた切

れ目のない、きめ細やかな支援を展開します。

　更に、子ども・子育て施策における福祉及び教育の施策を一体的に推進す

るため、教育委員会内に学校教育を所管する ｢ 教育総務課 ｣ を設置しました。

1 ｢ きめ細やかな子ども・子育て支援 ｣の充実

役場の組織が変わりました役場の組織が変わりました

町民の生命・財産を守るための防災・減災対策を最重要課題として、各関

係課の技術的課題に対する助言や指導技術職員の育成、技術力向上等、幅広

い指導に関する業務を担う ｢ 防災・技術統括幹 ｣ を新設し、インフラ等のハー

ド面の強靭化や公共施設の長寿命化を総合的に進めていきます。

　更に、技術職員を土木建築課に集約し、防災・技術統括幹の指導・監督のもと、

機動的かつ効果的な体制を構築しました。

2 ｢ 防災・減災対策 ｣の充実強化

　美浜町教育大綱に掲げる基本目標を着実に推進するため、教育委員会内に ｢ 教育総務課 ｣ と ｢ 生涯学習

推進課 ｣ を設置し、迅速な意思決定と事業展開による機動的な執行体制を構築しました。

3 ｢ 人づくり・地域づくり ｣の推進

　町と若狭美浜観光協会等の事業者が一体となって誘客活動の強化と接客意識の醸

成による ｢ 心あたたまるおもてなし環境 ｣ の整備を図るため、 にぎわいゾーンの一角

である美浜町観光センター内 ( 美浜駅 ) に観光行政を担う部署を移転し、名称を ｢ 観

光誘客課 ｣( 観光戦略課を改称 ) に改めました。

4 ｢ 観光誘客・おもてなし環境づくり｣の推進

① 産業振興に係る企画・立案を強化し、活気あふれる産業振興を推進するため ｢ 産業振興課 ｣ を ｢ 産業

政策課 ｣ に改めました。

②  ICT や AI 等のデジタル技術を活用することで社会をより豊かにする DX( デジタル・トランスフォー

メーション ) の視点がますます重要になることを踏まえ、｢ 情報化推進室 ｣ を ｢DX 推進室 ｣ に改め

ました。

5 組織名の改称

　今年度は、｢ 地域愛あふれる豊かなまちづくり ｣ の実現に向け、町

の最上位計画である ｢ 第五次美浜町総合振興計画 ｣ をはじめ、人口

減少対策や美浜創生の取り組みを定めた ｢ 第 2 期美浜創生総合戦略 ｣

等を効果的・効率的に推進するため、4 月 1 日に組織を改編しました。

　改編内容は次のとおりです。

美浜町役場 庁舎見取り図

土木建築課

健康福祉課 ( 地域包括支援センター )

こども未来課産業政策課
( 産業連携推進室 )

住民環境課

税務課

出納室

風除室

 EV

町民プラザ

正面玄関

1 階

101
会議室

※改編した部署を赤字で表記

エネルギー政策課
(防災・原子力対策室)

まちづくり推進課
(DX 推進室、移住定住・集落元気推進室 )

教育総務課

2 階 総務課町長室
副町長室第1

応接室

201
会議室

202
会議室

教
育
長
室

第2
応接室

 EV

上下水道課

( 別棟 )

生涯学習推進課
( ボートの町美浜推進室 )

( なびあす )

※ 3 階は変更ありません。
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わたしの夢、語ります

中谷　颯
そうた

汰　さん　美浜中央小学校 6年 (河原市)

　僕の夢は、たくさんの生き物を探して、まだ誰も発

見していない新種を見つけることです。

　新種を見つけたいと思うようになったきっかけは、

保育園の時に配られた中池見湿地のチラシを見て、実

際に足を運んだことです。

　中池見湿地では、生き物のことをいろいろと教えて

もらい、それ以来、中池見湿地に通うようになりまし

た。今でも通っていて、珍しい生き物や在来種を守る

ために、外来種を捕獲する罠を仕掛けています。

　いつか中池見湿地に生息する生き物の名前が全部分

かるようになって、新種を見つけられるように頑張り

たいです。

CONTEMTS　目次 広報みはま2023年5月号

いつか見つけに

‐表紙の写真‐

　3月30日に撮影した木野農業担

い手センターの桜です。

　例年よりも早く満開を迎えた本

町の桜は、例年と変わりなく、

我々に春の訪れを知らせてくれま

した。

　木野の桜は、区の奉仕作業によ

り毎年ライトアップされており、

日中の桜とはまた違った夜桜を一

目見ようと多くの人で賑わってい

ました。

  2 役場の組織が変わりました

  4 私の夢、語ります／表紙の写真／目次

三方五湖開き／菅浜わくわくかん完成記念式典／美浜町防災士研修会　他
12 まちウォッチング

令和5年度 美浜町区長名簿／連休中のごみ収集・受け入れのお知らせ　他
14 情報BOX

20 美浜発電所の状況について

21 ふるさと昔よもやま話133／文芸欄

26 くらしのカレンダー

22 すこやか放送局

24 ハートフル広場
はじめてバースデー／町人さん／慶弔／人口の動き／広報クイズ

  5 第3次美浜町地域福祉計画を策定

  6 第二次美浜町環境基本計画を改定

  8 第4次美浜町男女共同参画推進計画を策定

第
3
次
美
浜
町
地
域
福
祉
計
画
を
策
定

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

芝
井)

　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
４

【令和５年度～令和９年度】

美浜町

地域福祉計画

\ 第３次 /

みんなで創る  共生のまちみんなで創る  共生のまち

～ ふれあい  支えあい  地域愛 ～～ ふれあい  支えあい  地域愛 ～

美 浜 町

概 要 版

福井_美浜町_概要版.indd   1 2023/03/29   16:49

みんなで創る 共生のまち
～ふれあい　支えあい　地域愛～

基本目標 1 基本目標 2 基本目標 3
みんなで

支え合うための
意識づくり

誰一人
取り残さない
しくみづくり

安心して
暮らせる

地域づくり

基本理念

地
域
福
祉
の
意
識
醸
成

多
様
な
交
流
機
会
の
創
出

地
域
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進

包
括
的
な
支
援
体
制(

重
層
的
支
援
体
制)

の
整
備
・
強
化

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実

多
様
な
課
題
を
抱
え
る
人
へ
の
支
援

防
災
・
防
犯
対
策
の
推
進

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り

第 3 次美浜町地域福祉計画 体系図

地域おこし協力隊が活動を報告／農業経営改善計画認定書を交付　
  9 美浜町のニュース

計画の詳細は、全戸配布し
ている概要版または町ホーム
ページをご覧ください。

　
　
　

で
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域

　
　
　

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目

指
し
、
こ
の
度
、
第
3
次
美
浜
町

地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

町
▼
計
画
の
位
置
付
け

　

本
計
画
は
、
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く

﹁
市
町
村
地
域
福
祉
計
画｣

で
、
福
祉

分
野
の
上
位
計
画
と
し
て
高
齢
者
や
障

が
い
者
、
児
童
、
健
康
づ
く
り
等
の
福

祉
に
関
す
る
諸
計
画
を
総
括
し
、
福
祉

の
向
上
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

計
画
期
間
は
、
令
和
5
年
度
か
ら
9

年
度
の
5
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

▼
計
画
の
検
討

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
美
浜
町
社
会

福
祉
協
議
会
や
美
浜
町
民
生
児
童
委
員

協
議
会
等
の
町
内
団
体
代
表
者
等
に
よ

る｢

美
浜
町
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員

会｣

を
設
置
し
、
町
民
・
関
係
団
体
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
第
2
次
計
画
の

検
証
等
の
結
果
に
基
づ
き
、
町
の
現
状

や
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
課
題
解

決
に
向
け
た
方
向
性
や
具
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　

本
年
2
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
た
後
、
3
月
7
日
に
戸
嶋
町
長

に
答
申
。
こ
れ
を
受
け
、
町
が
策
定
し

ま
し
た
。

▼
計
画
の
内
容

　

本
計
画
で
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
の

希
薄
化
や
地
域
に
お
け
る
担
い
手
不
足

の
進
行
、
地
域
課
題
の
複
雑
化
・
複
合

化
等
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対

し
、
住
民
や
地
域
、
関
係
機
関
、
団
体
、

行
政
等
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
持
ち
、
支

え
合
い
な
が
ら
協
働
で
取
り
組
む
方
向

性
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
み
ん
な
で
地
域
を
支
え
て
い

く
意
識
の
醸
成
や
必
要
な
時
に
必
要
な

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
、
美
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
策

定
す
る｢

地
域
福
祉
活
動
計
画｣

と
の

連
携
を
重
点
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
お
り
、

今
後
は
本
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
施
策

10 美浜町レイクセンターが開業
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※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

川
尻)

　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
３

第
二
次
美
浜
町
環
境
基
本
計
画
を
改
定

良
好
な
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に

◆目指す環境像

豊かな未来につなぐ　人にも地球にも優しい　循環共生のまち

※計画の詳細は、町ホームページをご覧ください。 第二次美浜町環境基本計画 検 索

◆基本目標

未来のみはまを守り

発展させる

脱炭素のまちづくり

　脱炭素社会の実現に向けて、新たな暮らし方の普及やまちづ
くりを進めます。また、地球温暖化の進行により高まると予測
されている異常気象へのリスク対策 ( 適応策 ) も進めます。

基
本
目
標
①

限りある資源を大切に

活用するみはまの

循環型まちづくり

　循環型社会の実現に向けて、3R の取り組みを徹底します。
また、漂着ごみの原因となるごみのポイ捨てを減らしたり、効
率よく回収・資源化するための取り組みを進めます。

基
本
目
標
②

みはまの自然を

守り育む

共生のまちづくり

　自然と共生したまちづくりに向けて、山・川・湖等、多様な
自然環境の保全・活用を進めます。また、貴重な生き物の保全
や鳥獣害対策により、生物多様性の保全につなげます。

基
本
目
標
③

暮らしの安心安全を守る

みはまの生活環境づくり

　暮らしの安心・安全を守るため、大気や水、土壌等、生活環
境を守るための取り組みを継続します。また、美しいまちなみ
の保全に向けて、環境美化や不法投棄対策を進めます。

基
本
目
標
④

みんなが進んで

学び行動する

みはまの人づくり

　基本目標①から④を進めるため、環境保全活動を担う人材の
育成や各主体の連携強化、また、活動への支援を進めます。

基
本
目
標
⑤

◆重点施策
　本計画では、基本目標を踏まえ、特に取り組む必要性が高く、施策全体を牽引する効果が期待され、環境像や
SDGs の実現に貢献する 3 つの取り組みを重点施策として位置付けています。

脱炭素　みはまスマートコミュニティプロジェクト重点施策①

みはま　美しい浜・海・湖のクリーンプロジェクト重点施策②

ごみ削減　みはまスマートチャレンジプロジェクト重点施策③

　

第
二
次
美
浜
町
環
境
基
本
計
画
は
、
美

浜
町
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
環
境
の

保
全
及
び
創
造
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
町
民
や

事
業
者
、
町
が
環
境
保
全
に
積
極
的
に
取

組
ん
で
い
く
基
本
方
針
を
定
め
、
平
成
29

年
3
月
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
計
画
の
期
間
は
10
年
間
で
、
中
間
時

期
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
近
年
の
社
会
情

勢
や
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
結
果
等
を
踏

ま
え
、
計
画
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

◆
計
画
改
定
の
経
緯

　

今
回
の
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
事
業
所
で
挙
げ
ら
れ

た
課
題
等
を
も
と
に
、
環
境
に
関
す
る
学

識
経
験
者
や
各
種
団
体
の
代
表
者
等
で
構

成
さ
れ
る｢

美
浜
町
環
境
審
議
会｣

で
協

議
を
重
ね
、
本
年
3
月
に
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
。
そ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま

え
、
美
浜
町
環
境
審

議
会
の
津
田
直
昭
会

長(

津
田
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
事
務
所
長)

が
戸
嶋
町
長
に
答
申

し
、
こ
れ
を
受
け
て

町
が
策
定
し
ま
し
た
。

◆
計
画
改
定
の
方
法

　

計
画
で
は
、
本
町
が
目
指
す
環
境
像
を

実
現
す
る
た
め
、
5
つ
の
柱
を
基
本
目
標

と
し
て
、
町
民
や
事
業
者
、
行
政
が
連
携

し
て
取
り
組
む
具
体
的
な
内
容
を
定
め
ま

し
た
。

　

ま
た
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

令
和
12
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標

を
基
準
年
度
で
あ
る
平
成
25
年
度
に
比
べ

46
％
以
上
削
減
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

更
に
、
長
期
的
な
目
標
と
し
て
、
国

の｢

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を

目
指
す｣

宣
言
と
整
合
を
図
り
、
本
町

に
お
い
て
も
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

◆
改
定
の
概
要

脱炭素社会の実現

　2050 年までに温室効果ガス排出量を実質

ゼロにする国や県の目標の実現に向けて、町

域のエネルギー削減に貢献するまちづくりや

脱炭素型ライフスタイルの普及を進めます。

取組概要

① スマートコミュニティの形成・活用に向け

た取り組みの推進

②  運輸部門の CO2 排出量削減に向けた取り

組みの推進

③ 脱炭素社会に貢献するライフスタイルの

　普及啓発

施策の柱

◆  ｢ 美浜町エネルギービジョン ｣ と連携した脱炭素型ス

マートコミュニティの形成

◆ 国の ｢GX 実現に向けた基本方針 ｣ に基づく環境負荷の

少ないエネルギーの利活用の推進

◆ 徒歩や自転車、公共交通機関等、

自動車に頼らない移動手段の利

用促進や CO2 排出量の少ない次

世代自動車の普及促進

取り組み例

自然環境の保全、漂着ごみの
処理コスト・労力の改善へ

　海洋ごみやポイ捨てごみの原因となる使い

捨てプラスチックごみへの対策を進めるとと

もに、観光客・地域住民のマナー向上に向け

た取り組みを強化します。

　また、町が誇る美しい浜や海、湖の景観や

生態系の保全を進めます。

取組概要

① プラスチックごみ削減に向けた取り組みの

推進

②海洋ごみ処理等の取り組みの推進

③浜・海・湖の景観及び生態系の保全

④浜・海・湖の利用客への意識啓発

施策の柱

◆使い捨てプラスチックの利用を減らすための取組支援

◆ ｢ 美しい浜プロジェクト ｣ における海・浜の保全推進

◆ 企業と連携して海岸漂着物

の廃プラスチック等の利活

用推進

◆ 多様な生き物の生息・生育

場所の保全と環境学習の場

として活用

取り組み例

　ごみ処理コスト削減に向けて、食品ロスや生

ごみをはじめとするごみ排出量の削減や循環

型社会に貢献する暮らし方の普及を進めます。

取組概要

① 食品ロス削減に向けた取組の推進

② 生ごみの減量化、資源・活用に向けた取り

組みの推進

③ ごみの少ない ( ない ) 暮らし方の普及に関

する情報発信

施策の柱

◆ 賞味期限の近い防災備蓄食品

の有効活用

◆生ごみ処理機等の購入補助

◆ ごみ排出の少ないライフスタ

イルの普及に向けたチラシ等

の作成

取り組み例

　

計
画
で
は
、
町
が
目
指
す
環
境
像
の
実

現
に
向
け
て
、環
境
施
策
を
推
進
す
る
際
、

S
D

G
s

と
の
関
係
性
を
明
確
化(

見
え
る

化)

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
な
主
体
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
複
数
の
社
会
課
題
の
同
時
解
決
に
つ

な
げ
る
と
と
も
に
、
脱
炭
素
社
会
や
循
環

型
社
会
等
、
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
移
行

を
目
指
し
ま
す
。

◆S
D

G
s

と
の
関
連
性

循環型社会の実現、
ごみ処理コストの改善

↑計画を答申する津田会長 ( 右 )

↑ EV 車のカーシェアリング

↑美しい浜プロジェクト

↑生ごみ処理機
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第
4
次
美
浜
町
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
を
策
定

で
は
、
3
月
に｢

共
に｢

ひ
と｣

と
し
て
は
あ
と
ふ
る
愛･

あ
い
プ

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課(

担
当･

南)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
１

■
計
画
策
定
の
背
景

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男
女
が
お
互

い
を
尊
重
し
合
い
、
職
場
や
学
校
、
家
庭
、

地
域
等
の
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
性
別

に
か
か
わ
ら
ず
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
し
、
喜
び
や
責
任
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が

で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
、
第
3
次
計
画
の
計
画
期
間
終
了
に

伴
い
、
第
4
次
美
浜
町
男
女
共
同
参
画
検
討

委
員
会
を
設
置
し
て
、
国
や
県
、
町
内
の
状

況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
第
4
次
計
画
に
つ
い

て
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。
本
年
3
月
に
は
策

定
委
員
会
の
澁
谷
政
子
委
員
長(

福
井
大
学

教
授)

が
戸
嶋
町
長
に
提
言
し
、
こ
れ
を
受

け
て
、
町
が
策
定
し
ま
し
た
。

■
第
3
次
計
画
か
ら
の
変
更
点

　

第
4
次
計
画
で
は
、
前
計
画
と
比
べ
て
次

の
点
の
強
化･

拡
充
を
行
い
ま
し
た
。

■
今
後
の
推
進
に
向
け
て

 

第 4 次美浜町男女共同参画推進計画　体系図

基
本
目
標

重
点
目
標

ひとりひとりが

男女平等を理解し

ともに人権を尊重する

美浜町

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
理
解
促
進

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
調
査･

研

究
の
促
進

ひとりひとりが

それぞれの立場で

ともに思いやる

美浜町

男
女
が
と
も
に
つ
く
る
地
域
社
会

男
女
が
と
も
に
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り

政
策･

方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の

参
画
の
拡
大

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
充
実

ひとりひとりが

ともにいきいきと

暮らせる

美浜町

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の

整
備

生
涯
を
通
じ
た
健
康
支
援

あ
ら
ゆ
る
暴
力
や
嫌
が
ら
せ
等
の

根
絶

●
　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
充
実

福
井
県
は
、
他
県
に
比
べ
共
働
き
率
が
高
い

一
方
、
男
性
の
家
事
・
育
児
の
時
間
が
女

性
に
比
べ
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

県
が
行
う｢

共
家
事｣
を
推
進
す
る
。

●
　

集
落
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

町
民
・
集
落
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
よ
り
集

落
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
が
進
ん
で
い
な

い
こ
と
か
ら
、
美
浜
町
人
権
尊
重
啓
発
協

議
会(

集
落
評
議
員)

と
も
連
携
を
図
り

な
が
ら
、集
落
へ
の
意
識
啓
発
活
動
を
行
う
。

　

町
で
は
、
今
後
、
第
4
次
計
画
に
基
づ
き

町
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
啓
発
活
動
や
推
進

体
制
の
充
実
等
を
行
い｢

男
女
共
同
参
画
の

ま
ち｣

を
目
指
し
ま
す
。

美浜町のニュース

MIHAMA NEWS

地域おこし協力隊が活動を報告

■ お問い合わせ先
　町産業政策課(担当･竹内)
　☎32‐6706

■ お問い合わせ先
　町観光誘客課(担当･中瀬)
　☎32‐6705

美浜町の魅力を体感・発信

農業経営改善計画認定書を交付
効率的で安定した農業経営を目指して

　
　
　

月
22
日
に
、
町
役
場
で
地

　
　
　

域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動

報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
令
和
2
年
4
月

か
ら
活
動
し
て
い
る
前
田
義
博
さ

ん(

兵
庫
県
出
身)

と
令
和
3
年
4

月
か
ら
活
動
し
て
い
る
時と
き
と
う任
清
矢

さ
ん(

大
阪
府
出
身)

が
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　

前
田
さ
ん
は
、
渓
流
の
里
の
運

営
や
テ
レ
ビ
番
組
へ
の
出
演
に
よ

る
Ｐ
Ｒ
、
魚
の
飼
育
管
理
・
養
殖

に
挑
戦
し
た
こ
と
を
報
告
し｢

釣

り
に
使
う
魚
は
、
20
㎝
か
ら
30
㎝

で
、
痩
せ
す
ぎ
ず
太
ら
せ
す
ぎ
な

い
状
態
を
保
つ
こ
と
が
難
し
か
っ

た｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

時
任
さ
ん
は
、
カ
ヤ
ッ
ク
の
ガ

イ
ド
や
若
狭
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ

3

イ
ド
２
０
２
２
等
の
大
規
模
イ
ベ

ン
ト
の
運
営
に
携
わ
っ
た
こ
と
を

報
告
し｢

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
ど

の
よ
う
に
作
り
上
げ
ら
れ
る
の

か
、
勉
強
の
毎
日
だ
っ
た
が
、
今

後
も
一
緒
に
活
動
し
て
い
る
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
と
美
浜
町
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い｣

と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

前
田
さ
ん
は
、
3
年
の
任
期
を

終
え
、
4
月
か
ら
は
渓
流
の
里
に

勤
務
し
、
時
任
さ
ん
は
、
引
き
続

き
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、4
月
1
日
よ
り
新
た
に
小

田
将
史
さ
ん
が
美
浜
町
レ
イ
ク
セ

ン
タ
ー
で
活
動
を
開
始
し
て
い
ま

す
。(

関
連
第
25
頁)

↑前田義博さん ( 渓流の里で活動 )

↑時任清矢さん(三方五湖DMO㈱で活動)

↑活動報告の様子

　
　
　

月
5
日
に
、
町
役
場
で
農

　
　
　

業
経
営
改
善
計
画
認
定
書

の
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
計
画
の
認
定
は
、
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
き
、
町

が
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
効
率
的

で
安
定
的
な
農
業
経
営
の
目
標
と

な
る｢

基
本
構
想｣

を
作
成
し
、
そ

の
目
標
達
成
に
向
け
、
農
業
者
が

作
成
す
る
農
業
経
営
改
善
計
画
を

町
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。

4

　

計
画
の
期
間
は
5
年
間
で
、
町

か
ら
の
計
画
認
定
に
よ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

今
回
は
、
次
の
と
お
り
町
内
の

1
経
営
体
を
新
規
認
定
し
、
6
経

営
体
を
再
認
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
町
で
は
、
認
定
農
業

者
の
計
画
達
成
に
向
け
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
措
置
を
講
じ
て

い
き
ま
す
。

今回認定を受けた
経営体名 ( 敬称略 ) 住　所 認定

種別 写真位置

福 田  新 八 郷　市 新規 前列左

農事組合法人 わいわい楽舎 新　庄 再 前列左から 2 番目

若 野  繁 晴 菅　浜 再 前列中央

由 利   博 佐　田 再 －

合 同 会 社 太 兵 衛 河原市 再 －

山 本  光 雄 菅　浜 再 前列右から 2 番目

ア グ リ ト 株 式 会 社 山　上 再 前列右

町

計画の詳細は、全戸配布し
ている概要版または町ホーム
ページをご覧ください。

ラ
ン
Ⅳ｣(
第
4
次
美
浜
町
男
女
共
同
参

画
推
進
計
画)
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
目
指
す
た
め
に
、
令
和
5
年
度
か

ら
9
年
度
の
5
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て

策
定
し
た
も
の
で
す
。




